
公益財団法人原総合知的通信システム基金主催特別セミナー                    ２１４９８ 

■ライブ配信 ■アーカイブ配信(２週間、何度でもご視聴可) 

経済産業省がなぜフェムテックに取り組むのか 
～急成長するフェムテック産業の現状とルナルナ２０年からの挑戦～ 

 
講 

 

師 

経済産業省 経済産業政策局 経済社会政策室 室長補佐 春口 浩子 氏 

株式会社エムティーアイ ヘルスケア事業本部 
ルナルナ事業統括部 副事業部長 那須 理紗 氏 

   
 

日 時 2021年１１月３０日（火） 午後２時～４時１０分 

 

Ⅰ．フェムテック産業の現状と経済産業省の取組 春口 浩子 氏 【14：00～15：00】 

経済産業省では、個人のウェルビーイングと企業の価値向上に向け、フェムテック等の製品・サービスを活用し、

働く女性の妊娠・出産等のライフイベントと仕事との両立を目指す「フェムテック等サポートサービス実証事業」を

今年度から開始しています。 

昨年度行ったフェムテック産業実態調査から、女性の健康課題やフェムテック産業の現状を紹介しながら、

経済産業省がなぜフェムテックに取り組むのか、社会的背景を踏まえ説明します。 

１．女性のライフステージと健康課題 

２．希望するライフとキャリアの両立の難しさ 

３．健康課題に対応したフェムテック製品・サービスの現状 

４．「フェムテック等サポートサービス実証事業」の取組 

５．採択事業の紹介 

６．ウェルビーイング実現に向けたフェムテック活用の可能性 

７．質疑応答 
※フェムテック：Ｆｅｍａｌｅ（女性）とＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（テクノロジー） 

Ⅱ．社会の変化と個々のライフスタイルに対応する 

ルナルナのヘルスケアへの取り組みと将来展望 

那須 理紗 氏 【15：10～16：10】 

「ルナルナ」は、株式会社エムティーアイが運営する生理日管理を中心としたモバイルの女性の健康情報サービス

です。当初は次回生理日を予測する計算機のような便利ツールでしたが、女性のライフスタイルの変化に合わせて

サービスも変化してまいりました。 

フェムテックサービスとして２０年サービスを運営してきた立場から、多様な女性のヘルスケア課題への取り組みと

今後の展望について、お話いたします。 

１．ルナルナのご紹介 

２．女性とライフスタイルに合わせて変化したサービス内容 

３．産学連携でのビックデータを活用した研究の紹介 

４．医療連携による新しい取り組み 

５．これからの展望 

６．質疑応答 

 



 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  春口 浩子（はるぐち ひろこ）氏 
 

  
通商産業省九州通商産業局（当時）に入局し、地域企業の海外展開、ものづくりのデジタル化、ＳＤＧｓ経営の推進を
担当。また、管理部門では人事を担当し、局内の人事異動や人材育成などをサポート。働きながら希望するライフデザ
インの実現に向け、２０２０年に省内予算コンテストへ応募したことをきっかけに、２０２０年９月からフェムテックを活用し
た仕事とライフイベントの両立に向けた事業の推進に取り組んでいる。 
 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  那須 理紗（なす りさ）氏 
 

  
２０１３年にエムティーアイに入社。女性の健康情報サービス『ルナルナ』と母子手帳アプリ『母子モ』の企画マーケティング
に従事し、生理日管理から妊活・妊娠・育児へと市場ドメインを拡大することに貢献。 
現在も女性だけでなく、医療機関や製薬会社との取り組みを通じた更なる価値提供に尽力。 
 

●受  講  料 １名につき ２７，５００円(税込) 
※ライブ配信受講者様は、追加料金１１，０００円（税込）でアーカイブ配信を承ります。 

●お申込方法 
 

 

お申込フォームにご記入いただきＦＡＸでお申込み下さい。折り返し、受講証、請求書を郵送致します。 
お申込み後、５営業日以内にお手元に届かない場合は必ずご一報下さい。 
※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 
その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。（遅れる場合はご相談下さい） 
 

■ライブ配信について 
＜１＞Zoom にてライブ配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ視聴用ＵＲＬをお送り致しますので、開催日時に Zoom にご参加ください。 

■アーカイブ配信について 
＜１＞開催日より３～５営業日後に配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ収録動画配信のご用意ができ次第、視聴用ＵＲＬをお送り致します。 

＜３＞動画は公開日より２週間、何度でもご都合の良い時間にご視聴頂けます。 
 

貴 社 名 
 

所 在 地 
〒 

１１月３０日（火）     「経産省がなぜフェムテックに取組むか」        申込日   月   日 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ 
ブロック体でのご記入をお願いいたします。 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）         － Ｆ Ａ Ｘ （       ）         － 

Ｅ－ｍａｉｌ 
ブロック体でのご記入をお願いいたします。 

 
※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。  Ｋ 

通信欄   

 
■ 主催（お申込み・お問い合せ先） 公益財団法人 原総合知的通信システム基金 ■ 

〒105-0003 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４階 
Tel:03-5532-8898／Fax:03-5532-8851 
E-mail: info@ssk21.co.jp URL: http: //www.hara-rf.jp 

２１４９８－Ｓ 


